
通信
総合福祉保健センター5階
問い合わせ TEL（442）2940

FAX（446）4545
開所時間

月～金曜日：午前9時～午後4時

慌てて外に出るのは危険！
　外は、落下物や転倒物で危険です。
地震の揺れに備え、頭を守り大きな
家具から離れ、テーブルや丈夫な机
などの下に隠れましょう。

防災地豆知識（地震編）

◇被災地でのボランティア活動をする際は、ボランティア保険への加入をお勧めしています◇

集めています！
ボランティアグループや施設で使用します。ご協力お願いいたします。
・ウエス用布（Tシャツ、ゆかた、シーツなどの布）� ・アクリル毛糸（コスモスの会、個人ボランティア等で使います）
・花の苗や種（きんぎょ草の会、麦の会で育てます）� 使用済み切手（消印の全体または一部が残るように切ってお持ちください。）

整理ボランティア
コスモスの会

　市民の方々からご協力をいた
だいた使用済み切手を換金し、
福祉施設や福祉団体へ活動費と
して寄付する活動をしています。
　この度、「鎌ケ谷こどもだんら
ん食堂」へ 3万円を寄付いたし
ましたのでご報告いたします。
　今後も活動を通じて心のふれ
あいを大切にし、ボランティア
の輪を拡げていきたいと思いま
す。今後ともよろしくお願いい
たします。

№ 団体名等 内　　容 活動場所 活動日時など 備　　考

1 きんぎょ草の会 ◦�公民館の花壇でお
花を育てます

南部公民館 第1・3水曜日
9：00～12：00 男性も活躍しています！

2 麦の会 北部公民館 第2・4火曜日
9：30～10：30

現在、男性 1人、女性 2人
活動中

3 ひまわりの会 ◦�施設で使用するウ
エスを裁断します 慈祐苑 毎月第3水曜日 男性 3人活動中

4 友愛ボランティア

◦�独居高齢者宅へ安
否確認を兼ねて、
手作りのお弁当を
届けます

市内

月に2～3回。
不定期ですが、
3か月前には
活動日が確定

調理ボランティアと
配達ボランティアを募集。
配達は、徒歩・自転車・
車のいずれかで活動

5 保育ボランティア
◦�生後 6ヶ月～未就
学児の保育

総合福祉保健
センター
発達センター

主に平日の午前、
または午後の
2～3時間程度

子育ての経験を活かして
活動できます！

ボランティア募集

ボランティア団体が地域に出向いて講座を開催します
� 申込み・問合せは、ボランティアセンターへ
団体名 内容 その他

手話サークル
「みどりの会」

聴覚障がいについて理解を広げることを目的に、
手話で名前や挨拶・自己紹介・会話を体験します。

5人以上のグループでお申し込み
ください。（人数・時間等要相談）

災害救援
ボランティア
ネットワーク

・�段ボールや新聞紙・ポリ袋を利用して防災グッ
ズを作ります。

・�避難運営ゲームやクロスロードゲームを通し
避難所運営の模擬体験をします。

左記以外にも講座メニューが多
数あります。（要相談）

友愛ボランティア
チャリティーバザーのお礼
　10月 7日（日）第 41回バザー
が開催されました。
　バザー売上金と寄付金は、
875,892 円でした。この収益は
ひとり暮らしの高齢者へのお弁
当作りに役立てます。市民の皆
様のご支援とご協力ありがとう
ございました。

　9月 8日（土）総合福祉保健センターにおいて、災害ボランティアセンター立上げ訓練
を実施しました。災害ボランティアセンターは、災害が発生した際、支援者が被災者支援
を行うために設置されます。災害時に被災地のボランティア活動を円滑に進めるため、社
協・地区社協が中心となり、ボランティア団体などと共にボランティアの受入れや対応に
ついて確認しました。今年度は、ガールスカウト・学生ボランティア・鎌ケ谷西高校・青
年会議所から参加があり、災害ボランティアセンターの設置・運営について理解を深めて
いただきました。
　また、訓練終了後は、災害救援ボランティアによる“心肺蘇生”と“三角巾の使い方”
の実習と非常食試食を行いました。

報告  災害ボランティアセンター立上げ訓練

設営・運営についての講演 オリエンテーション 実習・“三角巾の使い方”

報告   災害ボランティア養成講座
防災ママカフェ in かまがや

～ママが知っていれば、備えていれば、守れる命があります～

協力：子育て支援センター、子育てサポーター、個人ボランティア、かまたん
　　　鎌ケ谷おもちゃの図書館「あ･そ･ぼ」、災害救援ボランティアネットワーク

　一般社団法人スマートサバイバープロジェクト�かもんまゆさん
を講師に迎え、災害時への不安を持つ若い親を対象の“ママ目線・子
ども目線”での備災講座を開催し、約150名の親子が参加しました。
　参加したママからは、「子どもの命は親次第。実際に避難され

たママの声が多く取り入れられていて、
災害での様子が他人事ではなく自分のこ
とに置き換えながら聞く事ができた。どうにかなる…気持ちだけ
危機意識はあっても、具体的な対策を何もしていなかった。“今
すぐ、帰ったらやらなければ”に変わりました」など、子どもの
命を守るための災害時の対応や備えを学びました。

講師�かもんまゆさん

講演の様子


